























































































































































音程 音域 発声 リズム 表現 読譜
達 成 群（５４） ２６％（１４） ４３％（２３） ４４％（２４） １３％（７） ５２％（２８） １５％（８）





























































き　　　 リズム 表現 読譜
達 成 群（５３） ３０％（１６） ３８％（２０） ２６％（１４） ３６％（１９） ６８％（３６） ２８％（１５）
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科目「音楽Ⅰ」における音楽意識調査から見える学習意欲と課題意識（加藤・高柳）
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　本稿では、加藤隼人が「１．はじめに」「３．１　弾き歌いに対する課題意識につ
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